
 

学校と地域をつなぐ「余白」 
校 長 磯部 睦 

 今や歳末の恒例となった日本漢字能力検定協会による「今年の漢字」が発表されました。

「熊」はちょっと予想外でしたが、みなさんはいかがだったでしょうか。 

 「熊」には、だいぶ心配させられた一年でした。学区周辺における熊出没情報が出される

度に、学校でも可能な限り職員による学区内のパトロールをしてまいりました。パトロール

の度に、地域や保護者の皆様が登下校の見守りをしてくださっている姿にふれ、大きな感謝

と安心感を得ました。どんなに悪天候でも、必ずお見かけする姿には本当に頭が下がります。 

 登下校の安全ボランティアの他にも、学校の教育活動に対したくさんのご協力をいただき

ました。各教科の授業における支援、クラブ活動の講師、学校の畑の管理や栽培活動の助言、

学校図書室の整理、そして学校の強力な応援団である「おやじの会」「まちづくり協議会」な

ど、もはや地域の皆様のご協力なければ南小の教育活動は成立しません。 

 さて、先日、国から「学校と地域の連携の在り方」について、これからの新しい方針が示

されました。これは、学校と社会が一体となって、子どもたちが「自らの人生を舵取りする

力」を身につけ、幸せに生きていけるようにするための指針です。 

 この方針の中で、学校と地域をつなぐ鍵として「余白（よはく）」(※調整授業時数制度)

という考え方が示されています。これは、学校独自に、授業や行事の中に意識的に「余白」

を作り出すことができる制度です。その時間を使うことにより、子どもたちが地域社会の中

で、皆様と関わりながら学ぶ「質の高い学び」をさらに充実させることができます。 

 この制度が本格的に始まるのはまだ少し先のことです。しかし、南小では制度の開始をた

だ待つのではなく、この「余白」が目指す「豊かな学び」という趣旨を今から大切にし、少

しずつできることから学校と地域の連携を前に進めていきたいと考えています。   

そこで、この方針をふまえ、私が大切にしたいと考える３つの視点をお伝えします。 
  

１． 地域・社会と「チーム」になり、一人一人の個性を伸ばす   

子どもたちの興味や悩み、特性が多様化する今、学校教員だけでなく、専門的な知見を持つ機関や

地域の皆様と「チーム」となって子どもたちを支える体制づくり。多くの大人の知恵と温かい眼差しが

加わることで、子どもたち一人一人の「困り感」に寄り添い、また、特異な才能などの「可能性」を最大限

に引き出す、安心と充実の教育環境を整えること。 

２．「余白」の時間で、地域という「本物」に触れる   

新しい制度で生み出される「余白」の時間を、補充的な学習だけではなく、地域に出て、人や自然、産

業といった「本物」に触れる探究的な学びに充てること。リアルな社会との出会いこそが、子どもたちの

「自らの人生を舵取りする力」を育むという考えに基づく、地域での学びの充実。 

３． 子どもたち自身が、学校や地域の「主役」になる   

子どもたちを「教えられる対象」としてだけでなく、学校づくりや地域の課題解決に参画する「当事者

（主役）」として位置づけること。子どもたちが地域の皆様と対話し、社会に関わる姿を通して、学校と地

域の絆をより深めていくこと。  
  
保護者の皆様、地域の皆様という「社会の先輩」のお力をお借りしながら、子どもたちが

未来を切り拓く力を「みんな」で育んでいきたいと願っております。今後とも、温かい見守

りとご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

【教育目標】 学び きたえ 思いやる子 
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＜１２月のトピックス＞ 
５・６年：スケートパーク体験 

今年度も、５・６年生でスケートパーク体験を
実施しました。スケートボードにスラックライン、
ボルタリングにモルックと、普段の体育の学習
ではできない体験をさせていただきました。今
回は韓国のナショナルチームが練習をしている
期間と重なり、６年生が選手と交流をさせてい
だきました。子どもたちはスケートボードのデモ
ンストレーションも見せてもらい大興奮！！貴重
な体験活動になりました。 

 

４・５年：マーチング引継ぎ式 

これまでマーチングを担当してきた５年生か
ら４年生へいよいよ引き継がれる時がやってき
ました。この日に向け、４年生は５年生の指導の
もと、毎日のように練習に励んできました。引継
ぎ式当日、主指揮からバトンが渡され、４年生
は大勢の前での初めての演奏。その表情から
は真剣さが伝わってきました。そして、５年生は、
今回の演奏が最後のマーチングとなりました。
思いは４年生がしっかりと受け継ぎます！ 

 

４年：鮭に関する学習 
UX の番組内で４年生の鮭に関する学習の
様子が紹介されるそうです。ご覧ください。 

番組公式サイト→ 

Ｔeam ECO Special 
「変わる海と生きる～気候変動に挑む新潟の漁師たち～」 
12月 31日(水)10:00-10:55 
https://www.uxtv.jp/sp/teamecospecial2025/ 

 (文責：教務主任 大滝 裕) 

＜１月の予定＞ 

1 木  16 金 校内書き初め展～２２日 

2 金  17 土 学習参観/学年懇談会(PTA役員決め) 

3 土  18 日  

4 日  19 月 振替休業日 

5 月  20 火  

6 火  21 水  

7 水  22 木  

8 木 ３学期始業式 23 金  

9 金 校内書き初め大会 24 土  

10 土  25 日  

11 日  26 月  

12 月 成人の日 27 火  

13 火 ５・６年：委員会 １～３年：身体測定 28 水  

14 水 ４～６年：身体測定 29 木  

15 木  30 金  

   31 土      

https://www.uxtv.jp/sp/teamecospecial2025/
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